
デジタル地域通貨について講習会を開催しました

～長岡市共通商品券協同組合～
６月２１日（金）、長岡グランドホテルにおいて、全国共通商

品券推進協議会シニアアドバイザー信濃義朗氏を講師に招

き「ながおかペイと全国地域通貨導入事例との比較」をテー

マに講習会が行われました。

講師からは、「消費の形が変わったことによりデジタルが必

然になった。これを踏まえてデジタル通貨が動いている。」こと

に加え、事例を交えながら、「自治体と地域商業者のデジタル

地域通貨を利用する目的は異なるが、共通する部分で協力

する事で地域インフラ形成に大きな効果が期待できる。」とお

話がありました。

参加者からは「他県の事例の仕組みも併せて聞くことができた」「利用者拡大によるリスクと対策の検討

が必要だと感じた」とのお声を頂きました。組合事務局からは「デジタル地域通貨のプリカ（電子商品券）と

ポイントも絡め、行政ポイント等、行政と連携しながら今後の事業活性化につなげたい」とのことでした。
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